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はじめに

2025 年 7 月 30 日にカムチャッカ半島沖で

発生した Mw 8.8 の地震に伴い，現地周辺で

は 5-10 m から最大 10-16 m に達する津波遡

上高が観測された（Pinegina et al., 2026）。こ

の津波は遠地津波となって太平洋の広域に伝

播し（Hu et al., 2026），日本にも影響を与えた。

カムチャッカ半島沖では，1952 年 11 月 5 日

にも Mw 9.0 の巨大地震が発生し，北海道か

ら本州の太平洋沿岸各地で 1-2 m 程度の津波

により被害が生じた（井上，1953）。2025 年

の地震の震源と 1952 年の震源の間の距離は

約 50 km で断層破壊域が近接していると推定

されることから（Li et al., 2026），日本沿岸で

も津波によって前回同様の影響が生じた可能

性があった。本稿では，1952 年の津波で影

響を受けた気仙沼市大島周辺において，2026
年の津波の痕跡の有無および両津波の類似点

を検討した。

「験震時報」による 1952 年カムチャッ

カ地震津波の気仙沼湾における様相

気仙沼湾では，1952 年のカムチャッカ地

震の津波は同年の十勝沖地震津波より振幅が

大きく，カキいかだ・のりしばが第 3 波まで

に被害を受けたことが報告されている（井上，

1953）。また，大島瀬戸を流れたいかだが大

島北端の磐所根の岩礁付近に集まり，気仙沼

港の狭窄部である蜂ヶ崎では最大速度 6 マイ

ル／時（約 3 m/s）の発動機船が 30 分間航行

不能になるほどの流速に達したことが述べら

れている。気仙沼町（当時）での津波観測

結果としては，第 1 波が 4:50 で波高 100 cm，

最大波が 7:30 および 8:30 で 140 cm，周期 60
分となっている。なお，報告には記録が無い

ことから，陸地への浸水は生じなかったと考

えられる。

2025 年カムチャッカ地震による津波痕

跡の検討

8 月 6 日の 11:00 から 14:30 にかけて，気

仙沼大島の亀山・田中浜・龍舞崎，本土側の

鶴ヶ浦突端・舞根漁港で津波痕跡の有無を検

討した（図 1）。潮位推算によれば，この間

の毎時潮位は 61 cm から 114-123 cm の間に

あった（図 2）。

図 1  気仙沼市大島周辺の地形および津波痕
跡検討地点。
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亀山地点（38.8778，141.6137）

この地点は人工海岸（漁業施設）であり，

調査時点では津波で破損したカキ養殖筏の修

復作業中であった。ここでは，被災状況の確

認および痕跡の有無の検討に加え，津波状況

の聞き取りを行った。写真は，津波で漂流し

た他の筏に乗り上げられるなどして破損した

筏が，岸に近い場所のものから順次解体・修

復されている状況を示したものである。養殖

筏は竹を素材として組み立てられており，衝

突などの外力に対し脆弱である。調査では，

亀山地点よりも西側に設置していた 3-4 台の

筏が，津波によって大橋の方角（西向き）に

約 200 m 漂流したとの証言を得た。大島瀬

戸を東から西に漂流したことは，押し波の影

響と考えられる。1952 年の津波では，西か

ら東へ漂流したことが記録されており（井上，

1953），引き波による影響を示すと考えられる。

周辺の海面にはゴミ（木や草のくず等）が浮

遊した状態であった（写真）。また，係留す

るロープや梯子には浮遊ゴミが護岸に定着し

ている貝と同じ高さまで巻き付いていた（写

真）。しかし，証言によれば，平常時におい

ても写真のようにゴミが漂流し巻き付くこと

があるとのことであった。

図 2  2025年7月30日から8月6日にかけての気仙沼港の推算潮位（津波波形は含まれていない）。
  海上保安庁海洋情報部による（https://www1.kaiho.mlit.go.jp/TIDE/pred2/TidePred/TidePred.

htm）。

写真 1 坂上から見下ろした亀山地点。
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写真 2  亀山地点におけるカキ養殖筏の被災・修復状況。
中央左の筏は未修復である。

写真 3  亀山地点の状況。写真左奥の方向が西で，大
橋がある。

写真 4  亀山地点の状況。岸に近い筏は修復済みであった。
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田中浜地点（38.8623，141.6227）

この地点は自然海岸（砂浜）で，所々起伏

を示している。ここでは，痕跡の有無の検討

を行った。砂浜上には小石，木や草のくずな

どが所々帯状に集積している様子が認められ

た。しかし，これらは砂浜上の一帯に起伏に

関係なく散在しており，津波による打ち上げ

の可能性を示すものではないと判断した。

龍舞崎地点（38.8439，141.6341）

この地点は自然海岸（礫浜・岩礁）で，汀

線周辺には荒砂から巨礫までの堆積物が集積

している。ここでは，巨礫周辺を中心に痕跡

の有無を検討したが，巨礫上面を覆う堆積物

やその他の漂着物等，津波痕跡の可能性を示

すものは認められなかった。

写真 5  亀山地点の状況。船外機船のそばに浮遊ゴミ
が認められる。

写真 6  亀山地点の状況。ロープおよび梯子に浮遊ゴ
ミが巻き付いている。
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写真 7  田中浜地点の状況。画面奥に，小石が帯状に
集積している。

写真 8  田中浜地点の状況。木や草のくずなどが帯状
に集積している。

写真 9  龍舞崎地点の状況。地表や巨礫等の上面に堆
積物やその他の漂着物は認められない。
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鶴ヶ浦突端地点（38.8826，141.6153）

この地点は亀山地点と同様，人工海岸（漁

業施設）である。ここでは，被災状況の確認

と痕跡の有無の検討を行った。津波で破損し

た筏は確認できず，この地点周辺では衝突等

による被害がなかったか，すでに修復済みで

あったと考えられる。津波痕跡に関連する可

能性のあるものとして，船を揚げるスロープ

上に帯状に漂着した浮遊ゴミを確認した。ま

た，護岸から海底に向かって張られたロープ

にも，スロープ上のものと同じ高さまで，浮

遊ゴミが巻き付いていた。いずれも，観察時

の海面からの高さは数10 cm 程度であった。

写真 10  龍舞崎地点の状況。巨礫等の上面に堆積物や
その他の漂着物は認められない。

写真 11 鶴ヶ浦突端地点の状況。
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写真 12  鶴ヶ浦突端地点の状況。カキ養殖筏に破損等
の異状は認められない。

写真 13 鶴ヶ浦突端地点，船を揚げるスロープの状況。

写真 14  鶴ヶ浦突端地点の状況。スロープ上には，帯
状に漂着した浮遊ゴミが認められる。
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舞根漁港地点（38.8996，141.6234）

この地点は，人工海岸（漁業施設）である。

ここでは，被災状況・痕跡状況の確認を行っ

た。施設や船舶に破損や修復中などの異状は

認められなかった。護岸から海面に降りる階

段上にも，堆積物や漂着物等，津波痕跡の可

能性を示すものは認められなかった。

おわりに

検討の結果，亀山地点におけるカキ養殖筏

の被害を除き，明瞭な津波痕跡と考えられる

ものは認められなかった。亀山地点・鶴ヶ浦

突端地点では浮遊ゴミ等の漂着やロープ等へ

の巻き付きが認められた。しかし，それらの

海面からの高さは数10 cm 程度であり，観察

時の潮位（61-123 cm）を考慮しても，図 2 の

潮位変動の範囲内にとどまる。検潮所での観

測によると，大船渡における 2025 年の津波の

振幅は数10 cm 程度であった（気象庁，2025）。
湾の地形的特徴が類似する気仙沼湾での津波

の振幅も，これと同程度であったかもしれな

い。したがって，浮遊ゴミ等の漂着やロープ

等への巻き付きが津波痕跡を示す可能性を完

全に否定することはできないものの，明らか

写真 15 鶴ヶ浦突端地点，護岸外側の状況。

写真 16  鶴ヶ浦突端地点，護岸外側の状況。ロープに
浮遊ゴミが巻き付いている。
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な津波痕跡として認めることはできない。

大島瀬戸における津波の流動特性は 1952
年の津波と 2025 年の津波で異なっていた可

能性がある。2025 年の津波では，亀山地点

において筏の西方向への漂流が確認されたこ

とから，押し波により影響を受けたことが明

らかである。一方，1952 年の津波では，筏

の東方向への漂流が卓越していたことから

（井上，1953），引き波による影響が大きかっ

たことが考えられる。

北海道・東北各地の津波観測データの解

析によると，2025 年の津波と 1952 年の津波

の間で，到達時間，振幅，位相が強く類似

していた一方，2025 年の津波は振幅・卓越

周期がわずかに小さかった（Yamanaka et al., 
2025）。気仙沼湾周辺でもこの特徴は同様で

あったと考えられる。これにより気仙沼湾周

辺，特に大島瀬戸で 1952 年と同様の津波（微

弱な振幅，比較的大きい流速）が発生し，養

殖施設等に被害が生じたと考えられる。上述

した押し波・引き波の流動特性の違いも，振

幅・卓越周期の差によるものかもしれない。
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写真 17  舞根漁港の状況。施設や船舶に異状は認めら
れない。

写真 18  舞根漁港の状況。階段上に堆積物やその他の
漂着物は認められない。
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